カー FM ステレオトランスミッター 


AT-FMT900 


各部の名称 


取巧説お ©audio-technica 

お買い上げありびとラございます。 

ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みのラえ、正しくご使用ください。 

また、いつでわすぐ読める攝所に保管しておいてください。 


ま全上のま意 


本製品は安全に充分な配慮をして設計をしていますが、使いかたを誤ると事故が 
起こることちあります。き故を未然に防ぐために下記の内容を必ずお守りください。 


A 警告 

この表おは「取り扱いを誤った場を、使用者び死 t または重傷を負ラ 
可能性びあります」を意日ましています。 

A 注意 

この表示は「取り扱いを誤った場を、使用ちが傷害を負ラ、または 
物的損害び発をずる可能性びあります」を意味しています。 


本体について 


A 警告 

• 道路空通巧になってをを運転ずる 

-運乾中は絶対に本製韶や接続機器を接続-設置-操作しないで<ださし、。 

. 運転中に本製品や接続磯器の画面をま視しないで<ださい。 

-車がの音び聞こえる程度の音量でご使用ください。 

♦運転操作やエアパックシステムの作動を抑ずる場所には設置しない 

コード類はまとめ、車体可動部び正しく操作でをることをご確認くださし、。 

• 異常に気付いた5梗巧しない 

異常な音迴、におし、や損傷などびあったときは、すぐに安全な場所に車を止めてください。 

カーシガーソケットから本製品を抜さ、お買い上げの販売店または当社サービスセンターに 
修理を巧頼してください。 

• 內部に水や異物を混入させない 

感電や火災の原因とな0ます。万一、水や異物び入ったとさは、すぐに安全な場所に車を止めて 
カーシガーソケットから本製品を振き、お買い上げいただいた販売店、または 
オーディオテクニカ相談窓口にご相談ください。 

• 分解や改造はしない 

感電、故障や火災の原因となりまず。 

• 強い衝撃をちえない 

感電、故障や火災の原因となりまず。 

• 本製品の巧處機種 1 U 外には使用しない 
火がやけびの原因とな0ます。 


① 


A ま意 

• 不安定な場所に設置しない 

不安定な場所に取り付けると、本製晶が動いたり落ちたりずるなど事故やけびの原因となります。 
• 本製品をカバーなどでおおった巧態にしない 

わ J 一や座巧固など、熱ぴこちるが態で使巧しないで < ださい。 

本体の蜜おや火がの原因とな0ます。 

• 使用中の本製品に長時間触れない 

通電中の本製品に、長時間皮膚び軸れている状態び続くと低温やけどの原因となりまず。 


使用上のま意 


• ご使用の隙は、接続ずる機器の取扱説明書を必ずお読みください。 

• 本製品には電源スイッチびないため、使用後は必ず力ーシカ"ーソケットからがしてください。 

車種によっ口まバッテリーび上びる原因となります。 

• 本製品のシガーフラグを、力ーシガーソケットに挿入した巧態で回面させないでください。 

♦本製品は耐熱-耐寒設計になってお0ますび、温度や湿度の高い焉所(ダッシュボードやフ□ア 
力ーペット上など)や直射日光の当たる場所、ほこりのをい場所などには置かないでください。 

また、自動車內に放置しないでください。 

♦本製品は長時間使巧ずると、紫外線(特に直射日嫩や摩標により変をずることびあります。 
♦コードは必ずプラグを持って抜去差ししてください。コードを弓|っ張ると斷線や故障の原因になりまず。 
• コードをポータブルフレーわ一や本製品などに巻さ付けないで < ださい。断撒の原因になります。 

• USB 接続の際は、本製品と概器を直接接続してくだごい。 USBA ブ、及び USB 延長ケーブルは使巧 
しないでください。 

♦ USB ケーブル（ポータブルプレーヤーに付属別売）は、本製品の USB 端デ、巧び接続機器の USB 
ポートの奥までまっすぐ差し込んでください。斜めに善し込むと故障の原因になりまず。 

• 本製品の USB 接続時に、万一充電ずる機器のデータなどび消失しても、当社では責任を負えません。 
• 力ーシガーソケット巧のタバコのヤこやちれなどは、クリーこングしてからご使用ください。 

♦本製品自体び傷んでいないか、本製品とカーシガーソケットの間にほこりびたまっていないか、または 
コード類び絡まっていないか、などを定期的に確認して < ださい。 

• 本製品の電源供給磯能はポータブルブレーヤー専用でず。それ iUW の磯器(携帯電話など}は 
接統しないで < ださい。 


液蟲なル 



③ 


使いかた 


①本製品!のシガープラグをカーシガーソケットへ接続しまず。 

(本製品の液晶ノ くネルびオレンジ色に点好しまず。） 

霞本製品の音青入カフラグをポータプルフレーヤーのヘッドホン端子へ接続しまず。 

③本製品の AUT 日ボタンを長押ししまず。 

周辺の FM 放送局の中か5、ノイズのかない最適な周波数を自動で選局し表示します。 
(詳しくは已ぺージのなートスキヤン機能につい口をご確認ください。） 


④カー FM ラジオの電源を入れ、憂信周波数を本製品に表おされた周波数と合わせ、 
接続したポータブルプレーヤーを再生します。 

力一 FM ラジオ 



《本製馬は使用後、前回使用時の FM 周波数とドライブエフェクトモードの状態を 
保存します。再び使巧する隙には、前回使用時のが態び液晶画面に表示されます。 

《 US 臣端テで充電するには 「 USB 充電機能について」をご確認ください。 

A 注意 

• カー FM ラジオけ列ではご使畑こなれません。 

•本製品の電源お給撒能はポータブルプレーヤー専巧でず。それながの概器(携帯電話など)は 
接続しないでください。 

♦本製品には電源スイッチがないため、使用後は必ず力ーシガーソケットか日がしてください。 

車種によつロホバッテリーび上びる原因となりまず。 

• 分配/延長ソケットを使用した焉を、設置場所により受信時のノイスの出方び蛮わる馬合びありまず。 

ノイズのかない設置場所を選んでご使巧ください。 

• 安定した受信状態を得るために、コードは伸ばしてご使巧ください。 
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④ 









































































































才ートスキヤン機能について 


USB 巧電機能について 



IQ . ノイズび出る 


A 1. 本製品は電波法に基づいた微弱電波出力機器です。そのため、強い電波び出て 
いる電波塔や自動ドアの付近、屋内駐車攝やトンネルなど、コンク U — 卜や鉄 
がで遮開された場所ではノイズが出る場をがありまず。その場をは、周波数を 
変えるか、その塌所から移動するなどしてください。 

A 2. 受信感度がおいカー FM ラジオでをノイズが出る場をびあります。その場合は 
差し込み方向を変えるなどしてください。 

A 3. 真夏曰などの炎天下、車内が高温になるとノイズび出る場をびあります。 

その場合は車内の温度調整を行なって<ださい。 

A 4. 再生と USB 充電を同時に行なっている隙には、ノイズび出る場合びあります。 
その場合は USB ケーブルを抜いて<ださい。 


IQ . 音び歪む 


A 1. ポータブルフレーヤーの ボ1」 ュームを 調整して<ださい。 


IQ . 音びルさい 


A 1. ポータブルプレーヤー及びカー FM ラジオのボ1」ュームを調藝して<ださい。 
* 上記の点が改善されない場をは、下記当社相談窓□までご連絡<ださい。 


D 


送信簡波数 
入力端子 
音靑入力〕ード長 
電源コード長 
入カインビーダンス 
送信時電流 

最大か形で法(突起部、コードは除く） 
質量口ード含む） 

US 目端テ 
出力電圧 
出力電流(最大） 


DC12V/24V 

76.0 MHz 〜日 O.OMHz のうち1波を選お (0.1 MHz ステッフ） 
03.5mm 金メッキステレオミニプラグ (L 型） 

0.2m 
0.8m 
100 Q 
35mA 

約 H 巨 7xW49xD18mm 
約 7 巳呂 
A-TYPE 
巳V 

500mA 


(改良などのため、予告な < 変更することびあります。） 


アフターヴービスにご U て 

本碧品をご家屆用として，®巧説明や涅規’ま是 S きになったご®用に 
おいて》担した場合.な註書記芭の巧聞'視ぞによ D 巧巧悔理をごせで 
いただをます。 

お買い上げの原の領収きまにはレシートなどは,保証関巧日の括話のに 
めに巧拉 S となに大切に房管し信理などの原は垣ちを技巧いしまず。 

ホなを杜ザーディザデ巧=の 

〒 194-8666 東京都の田巧成瀬220己 
httD://www audio-technica.co-jp 


おおい合わせ巧巧話受付/平曰9 : 00~17 : 3日） 

堅おの仕读' 巧いかたや惶理-が□ちのご巧験は.お買い上げのお店 
または当社な□及 U ホームベージの r ヴボート」までお原いします。 
•巧設窓口（お品の tt 谋-巧いかた）函 .0120-773-417 
(寅帯里話- PHSW どのご和巧は03-6746-021 1) 

FAX : 042-739-9120 ル： suDport@audiQ-technica co jp 
•ヴービス t ンター(怪理.が品） ^.0120-887-416 
(携巧電話. PHS などのごネリ用は 03-6746-0212) 

FAX : 042-739-9120 E メール： servicecenter@audio-technica.c 口. jp 


162406130 


⑥ 


本製品び FM 電波を直接受信し、周囲環境の中からノイズ'の少ないチヤンネル【最適周波数】 
を自動で選び出し液晶；くネルに表示します。 

■ AUT 日ボタン長押し：周辺の FM 周波数帯の中から音楽再生に最適なノイズのみない周波数 

(^^^ぶ已チヤンネルを選び、その中から周波数び 一番 かさいチヤンネルを表をします。 

■ AUTO ボタン短押し： AUTO ボタン長押しで選び出した已チヤンネルを順送りします。 

周波数のルさいチヤンネルか5順に表示されます。 


こ二!>長押し (約吕秒} 


短巧し 



り 

い！リ)::， 




ノイズのかない周波数を検索します 
(検索中は液晶画面び回転します） 


AUTO ボタンを長巧しします 


趣ふ |> 郎を I H の . ir 卜壓 srHEra 



最適周波数を表示します 
(表示のチヤンネ J レは一例です） 


■八（V)ボタン短押し：周波数び日.1 MHz ずつ上(下)しまず。 

■ A (V)ボタン長押し：周波数び日.1 MHz ずつ達続して 上 (下)します。 


《オートスキャン機能は周囲の環境や場所によって、 

FM 放送び流れているチャンネルを選ぶことびあります。 

その隙は AUTO ボタンの短巧しで別の周波数を選択して < ださい。 


⑥ 


本製品は、 US 巨端子でポータブルプレーヤーの充電を行なうことびできます。 
》本製品に US 目ケーブルは付属されておりません。 


の本製品のシガープラグをカーシガーソケットに接続します。 

(D USB ケーブル(ポータブルプレーヤー付属、または別売)を 
本製品の US 目端テに接続しまず。 

③ US 目ケーブルを、お使いのポータブルフレーヤーに接続すると、 
充電び開始されます。 



A ミ主意 


♦充電する際は、ポータブルプレーヤーの取扱説明書ちがずお読み < ださい。 

• USB 端子はポータブルフレーヤーの電源供給、巧電専用です。 

音声入力ではありません。 

♦ ノ くソコンでの認証び必要、及び巧電中に再生でさないなど、一部対応でさない磯種 
びあ0ます。 


—ズの交換のしかた 


ヒューズび切れてしまった場をには、市販の交換ヒューズとお取り替えください。 

①カーシガーソケットか日本製品を抜いてください。 

感フラグの先端部分を回して列してください。 

③ 切れたヒューズを取り出し、新しいヒューズを入れます。 

④ プラグの先端を元に戻し、しっかり締めてください。 




A ま意 


♦ ヒューズを針金などで代用しないでください。 

• 交換ヒューズの種類は1 A 2 己日 V です。それ政がは使用でさません。 


③ 


ドライブエフェクトモード (D mode ) について 


故障かなと思ったとさは••- 

ドライブ時にかをミ肖されやすいルさな音を持ち上げ、音を0月瞭にする2種類の音質 1 

Q . 音楽び送信でをない。お晶画面び点口しない 1 


モー ドです。 

ボ-タプルブレ-ヤ-で貼している音楽のイメージ液お 


A 1. シガープラグびしっか0奥まで差し込まれているか確認してください。 
液晶画面び点むしない場合は、ヒューズび切れている場をびあります。 
ヒューズの交換方法は、「ヒューズの交換のしかた」をご覧ください。 


クニカルデータ 



OFF ： エフェクト効果のない通常の音質です。 

L 0 : □ードノイズや風切り音びラるさい場合に使巧。 

聞こえにくいかさな音を持ち上げ、音を明瞭にします。 

HI :音楽の迫力を出したい場含に使用。 

ルさな音をさらに持ち上げ、パワフルサウンドを実現します。 
》 FM 電波のノイズを抑えるちのではありません。 

FM 電測こノイズび入る攝含は、 FM 周波数を切 D 曽えるか、ポータブルプレーヤーの 
設置罵所を変える、またはその攝か5移動するなどして < ださい。 

■ドライブエフェクトモード (D mode ) の使いかた 



—► 


D mode スイッチを 
短押しします 



D mode の表示び切り替わります 


ドライブエフェクトモードを変更する口ま 、 D mode スイッチを短押しすることで 
OFF 一 L 0 一 HI 一 OFF '..の順で切り曾わりまず。 







































































































